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C13 患者が話しやすい雰囲気を作り出す  
C14 患者に関心を持っていることを伝える  
C15 患者の語りを丁寧に聴く  
C16 立ち話しではなく座って患者と話をする  
C17 複雑な話しや他者に聞かれたくない話しの
時は個室でゆっくりはなす  
C18 患者に近づき身体に触れる事で語りを促す  
C19 患者が話せないような時は時間をおく  
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   患者紹介 
 
ステップ 
A 氏４０歳女性 大腸癌 stage
ⅢA（初回は外来） 
夫息子 3 人暮らし 
生きがい：子供の成長  
趣味：ジム通い 






























































































































































































識をもつ   
 
問診表に正しく記入できている。 
つわりの時と似ていると聞いて
いたから助かった。食べつわりの
経験を活かして乗り切れた。食べ
たいと思ったら我慢できないが、
そのまま体をゆだねることが効
果があった。ヨガは気分転換にな
った。清潔・保湿・除圧ケアが十
分にでき手足症候群の出現なし。 
問診表に正しく記入できている。 
治療の継続 
ストーマケア・自己導尿はセルフ
ケアでき、困った時は訪問看護師
に相談できている。 
生きがい；夫の介護もできるとき
は行ない夫との良好な関係を維
持していきたい 
 
脱毛に対しては、ヴィック、帽子
のことを聞いていたから、帽子を
かぶって仕事に行けたし、自分な
りに対応できた。皆さんのおかげ
で、きちんと自分の病気と向きあ
うことができました。次週、下痢
と眩暈が出現したが、電話をして
受診行動がとれ、支持療法を受け
改善できた。次回治療日からは、
問診表の記入もでき、治療継続で
きている。 
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